　
高校生ものづくりコンテストについて
１　大会の趣旨
　若者の製造業離れが進み、ものづくりの技術・技能の継承が危ぶまれている中、産業を支える技術・技能水準の向上を図ること、若年技術・技能労働者の確保・育成が急務であることから、各高等学校で取り組んでいるものづくりの学習効果の発表の場として開催。
２　部門

　　　自動車整備、電子回路組立、木材加工、旋盤作業、電気工事、化学分析、測量、溶接の８部門
３　出場者数（自動車整備部門）
〇　福岡県大会

　　県立八女工業高校、福岡市立博多工業高校、筑紫台高校、祐誠高校、豊国学園高校の５校から１０名（各校２名参加の個人戦）
〇　九州地区大会

　　九州・沖縄の各県大会（大分県と宮崎県は自動車整備部門なし）優勝者６名、全国大会開催地（福岡県）大会準優勝者１名の計７名
〇　全国大会

　　　　全国９地区の大会優勝者９名、開催地の福岡県大会優勝者１名の計１０名
　　　（九州からは九州大会優勝者、開催地福岡県大会優勝者の２名が出場）
４　第23回高校生ものづくりコンテスト全国大会の概要
　〇　日程　令和５年１１月１１日（土）～１２日（日）

　〇　会場　福岡県、佐賀県、熊本県、長崎県、愛知県

　　　　　（自動車整備部門は福岡県北九州市　専門学校 大原自動車工科大学校）

　〇　主催　公益社団法人全国工業高等学校長協会
　〇　自動車整備部門の課題

　　　　Ⅰ　学科
　　　　Ⅱ　測定作業A・B（エンジン各部の測定）
　　　　Ⅲ　定期点検・車両取扱作業（１年定期点検整備記録簿に基づく点検作業）
　　　　Ⅳ　エンジン故障探求作業A・B（エンジン始動不能とエンジン不調の故障原因探求）
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